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この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを守る者たちは、幸いである。
時が近づいているからである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヨハネの黙示録1章3節
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未来の預言―その8200文字くらい

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

オメガプロジェクト2021

愛して朗読する方々がお一人でも多く起こされていきますように。
黙示録の学びを通して、日本人が聖書は預言であり、未来における
神のご計画を受け取り、今の困難な時代を希望をもって生きる力が
与えられますように。みことばによる霊的祝福の種まきとなり、日本
に大いなる恵みが降り注がれますように。
｠
ビル＆栄子・スティーブンスご夫妻のために
　お祈りありがとうございます。アメリカの教会での講演活動も、
大変ご好評を得ております。アメリカ国内から栄子師の講演会への
ご参加、お問い合わせが日本にも届いています。引き続き、アメリカの
地域教会での働きが主の導きを受け、祝福されますように。アメリカ
におられるご夫妻の健康が格別に守られますように覚えてお祈り
ください。

ＤＶＤ4枚組　
上巻全540分/下巻564分
各¥2,750（税込）

『シャローム
  イスラエルⅠ』
DVD好評発売中！ 

小冊子『終末の時代とイスラエルを取り囲む世界情勢』

TEL＆FAX : 06-6777-2117
オメガオンラインショップ : https://www.omega.or.jp/shuppan/

小冊子『終末の時代とイスラエルを取り囲む世界情勢』の
緊急再版を覚えて
　お祈りありがとうございます。このたびご注文のお問い合わせ
多数を受け、緊急再版（第4刷）することになり、10月入荷予定となり
ました。イスラエルの歴史・中東情勢・日本の関係を軸に、コロナ禍
を踏まえて『改訂版』の発行となります。とりなしの祈りの視点として
本書が用いられますよう、お一人でも多くの方々のお手元に届き
ますよう、特別価格でご提供させていただきます。覚えてお祈りくだ
さい。
｠
オメガのニュースレター黙示録シリーズを覚えて
　黙示録の学びがスタートし、今月でシリーズ16号目となります。
加速する情報化社会の中で、神様の命のことばの書である聖書を

～神のマスタープラン・プロジェクト継続推進～

定価
￥550（税込） ￥450

再版特別価格

（税込）

定価
￥5,500（税込） ￥3,800

再版特別価格10冊ご購入で

（税込）

緊急再版（第4刷）!! 感謝特別価格でご提供!!

ご注文方法

イスラエル北部の小さな町ツファットにあるアーティスト地区。青いドアにはブドウの絵が描かれています。
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黙示録シリーズ Vol.16

未来の預言

黙示録9章2節に、「穴から大きな炉
の煙のような煙が立ち上り、太陽も空も、
この穴の煙によって暗くなった」とありま
す。この煙によって、世界が暗闇に覆わ
れています。これは、ヨエル書2章に出
てくるいなごと同じです。ヨエル書1章
では、実際に恐ろしいいなごの軍勢が国
を襲撃しています。そして2章では、終
わりの日に同じように地を荒らすいなご
の軍勢が悪霊の姿で現れていますが、そ
の預言の成就が黙示録で起こっています。

ゆえに、神学者の中には、地上に落ちて
きた星が堕天使であると考える人もいま
す。また、サタン自身が落ちてきたと考
える神学者もいます。「底知れぬ穴」は、
想像もできないほどの深さだと思ってし
まいますが、これは地球の中心にある空
間ではないかと昔から神学者たちが考え
ている所です。地球の真ん中にあるなら、
そこに底があるはずだと思われます。し
かし、その底知れぬ穴は休む所のない、
天井しかない所だと言われています。

第1の災い、第5のラッパ
（新改訳第3版使用）

黙示録9章1節から3節、「第五の御
使いがラッパを吹き鳴らした。すると、
私は一つの星が天から地上に落ちるのを
見た。その星には底知れぬ穴を開くかぎ
が与えられた。その星が、底知れぬ穴を
開くと、穴から大きな炉の煙のような煙
が立ち上り、太陽も空も、この穴の煙に
よって暗くなった。その煙の中から、い
なごが地上に出て来た。彼らには、地の
さそりの持つような力が与えられた」

1節で、「一つの星が天から地上に落
ちるのを見た」とあり、イエス様がルカ
の福音書10章18節で、「わたしが見
ていると、サタンが、いなずまのように
天から落ちました」と言われています。

―その8

栄子・スティーブンス

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。
1996年、B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）
を設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。
幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
いよいよ2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンスProfile

7章では、額に印が押されている14万4
千人以外の人々に害を与えることが許さ
れました。この14万4千人の人々は、
伝道者として働くことができるように主
が守っておられます。恐らく、伝道をし
ている他の信者たちも守られていること
でしょう。
　
エペソ人への手紙1章13節に、「この
方にあってあなたがたもまた、真理のこ
とば、あなたがたの救いの福音を聞き、
またそれを信じたことにより、約束の聖
霊をもって証印を押されました」と教会
に対して、聖霊の印が押されていると
言っています。教会は空中で主と出会う
ために上げられますが、その時期は、
はっきりとしていません。もし教会が大
患難時代にも地上に残っているとすれば、
この14万4千人の伝道師たちと同様に
守られることでしょう。
　

黙示録9章5節では、「人間を殺すこ
とは許されず、ただ五か月の間苦しめる
ことだけが許された」とあります。人々を
苦しめて、死ぬことを許さない、この5
カ月間は永遠に感じるほどの激しい痛み
でしょう。私は蜂に刺されたことがあり
ますが、10日間の痛みとかゆみに悩ま
されました。さそりに刺されるような苦
痛は、耐えられない痛みでしょう。

黙示録9章6節から10節、「その期間
には、人々は死を求めるが、どうしても
見いだせず、死を願うが、死が彼らから
逃げて行くのである。そのいなごの形は、
出陣の用意の整った馬に似ていた。頭
に金の冠のようなものを着け、顔は人間
の顔のようであった。また女の髪のよう
な毛があり、歯は、獅子の歯のようで
あった。また、鉄の胸当てのような胸当
てを着け、その翼の音は、多くの馬に

引かれた戦車が、戦いに馳せつけるとき
の響きのようであった。そのうえ彼らは、
さそりのような尾と針とを持っており、
尾には、五か月間人間に害を加える力
があった」

「その期間には、人々は死を求めるが、
どうしても見いだせず、死を願うが、死
が彼らから逃げて行くのである」（9:6）。
あまりの恐怖と痛みで、自殺しようとす
る人々がいると思われますが、成功しま
せん。高いビルの上から飛び降りて骨を
折っても、なお苦しむだけで死ぬことが
できないのです。黙示録9章7節と8節
で、「そのいなごの形は、出陣の用意の
整った馬に似ていた。頭に金の冠のよう
なものを着け、顔は人間の顔のようで
あった。また女の髪のような毛があり、
歯は、獅子の歯のようであった」と書か
れています。これらの姿が人間でないこ
とは確かです。黙示録4章に出てきた天
の使いが、動物の顔を持っていたように、
天の生き物が動物に似ていることは不思
議ではありません。

9節では、「また、鉄の胸当てのような
胸当てを着け、その翼の音は、多くの馬
に引かれた戦車が、戦いに馳せつけると
きの響きのようであった」とあり、この恐

ろしい悪霊の軍勢は、鉄の胸当てのよう
なものを着けており、攻撃しても害を加
えることができないことを表しています。
いなごのように羽があり飛び回りますが、
さそりのような耐え難い苦痛を与えます。
その軍勢は、戦場に急ぐ多くの戦車の響
きのようで、人々は恐ろしさのあまり、
眠ることもできないでしょう。

10節には、「そのうえ彼らは、さそり
のような尾と針とを持っており、尾には、
五か月間人間に害を加える力があった」
とあり、空を飛びながら尾にある針で
人々を刺していくのだと思われます。

黙示録9章11節と12節、「彼らは、
底知れぬ所の御使いを王にいただいてい
る。彼の名はヘブル語でアバドンといい、
ギリシヤ語でアポリュオンという。第一
のわざわいは過ぎ去った。見よ。この後
なお二つのわざわいが来る」
ここで、「彼らは、底知れぬ所の御使
いを王にいただいている」ということにつ
いて、神学者たちはさまざまな議論を
行ってきました。9章1節で、「一つの星
が天から地上に落ちるのを見た」と書か
れていたこの御使いは、底知れぬ穴の鍵
が与えられていたサタンであり、彼ら悪
霊の軍勢の王であると理解する神学者も

います。しかし、黙示録20章でサタン
は底知れぬ所に投げ込まれます。

彼ら、恐ろしい悪霊の軍勢の王は底
知れぬ所にいる者で、その名は「ヘブル
語でアバドンといい、ギリシヤ語でアポ
リュオン」（9:11）と言います。その意味
は「破壊者」ですが、この箇所でしか出
てこない言葉で、聖書からさらなる意味
を見付けることはできません。聖書の注
解書では、ギリシャ神話のアポロを表し
ているという解釈もあります。このアポ
ロはいなごのようで、時に疫病や破壊を
起こすことによって人間を襲うと言われ
ていますが、聖書との関連性は見受けら
れません。

9章12節、「第一のわざわいは過ぎ
去った。見よ。この後なお二つのわざわ
いが来る」と伝えられました。考えられ
ないほどの恐ろしい出来事が、第1の災
いでした。

今は、イエス・キリストを信じるだけ
で永遠の命が与えられる救いの時であり、
恵みの時です。未来の預言を学びながら、
これからの時代の生き方に対して、主の
力と聖霊の賜物に満ちあふれますようお
祈りいたします。

「イエス・キリストの黙示。これは、すぐに起こるはずの事をそのしもべたちに示すため、神がキリストにお与えになったものである」。
黙示録１章1節に、「イエス・キリストの黙示」と書かれています。黙示ということばは、ギリシャ語で「アポカリプシス」といいます。
「カーテンを取り去る」という意味で、それにより皆が同じくその対象を見ることができるということです。
イエス・キリストの黙示ですから、「イエス・キリストの見えなかった部分が明らかにされる」という意味になります。
黙示録の学びを通して、私たちには見えていなかった部分を、カーテンが取り去られたように見え始めてきます。
「この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人 は々幸いである。
時が近づいているからである」（黙1:3）。今月も共に学んでまいりましょう。

「太陽も空も、この穴の煙によって暗く
なった」（黙9:2）と記されているように、
いなごの大群によって太陽の光は全く
さえぎ

遮られてしまいます。底知れぬ穴から
の煙と、いなごの形をした悪霊の軍勢
によって、地が暗闇に覆われています。
いなごの大群を避けられないように、
避けることのできない敵の侵入を表して
います。

黙示録9章3節では、「その煙の中か
ら、いなごが地上に出て来た。彼らには、
地のさそりの持つような力が与えられた」
という場面の描写です。さそりに刺され
ると激しい痛みと腫れに襲われますが、
このいなごの大群が世界中を襲撃すると
いうのが、第一の災いの時です。

黙示録9章4節と5節、「そして彼らは、
地の草やすべての青草や、すべての木に
は害を加えないで、ただ、額に神の印を
押されていない人間にだけ害を加えるよ
うに言い渡された。しかし、人間を殺す
ことは許されず、ただ五か月の間苦しめ
ることだけが許された。その与えた苦痛
は、さそりが人を刺したときのような苦
痛であった」

「そして彼らは、地の草やすべての青草
や、すべての木には害を加えないで」と
あります。普通、いなごは地の草やすべ
ての青草、すべての木を食べ尽くします。
しかしここでは、普通のいなごではない
ことがよく分かります。また、「額に神の
印を押されていない人間にだけ害を加え
るように」と命じられています。黙示録

さて、イエスはある場所で祈っておられた。
祈りが終わると、弟子の一人がイエスに言った。

「主よ。ヨハネが弟子たちに教えたように、私たちにも祈りを教えてください。」
そこでイエスは彼らに言われた。

「祈るときには、こう言いなさい。」
ルカの福音書11章1～2節

天にまします我らの父よ。

ねがわくは御名をあがめさせたまえ。

御国を来たらせたまえ。

みこころの天になるごとく、

地にもなさせたまえ。

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。

我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、

我らの罪をもゆるしたまえ。

我らをこころみにあわせず、

悪より救いいだしたまえ。

国とちからと栄えとは、

限りなくなんじのものなればなり。

アーメン。

主の祈り
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ている他の信者たちも守られていること
でしょう。
　
エペソ人への手紙1章13節に、「この
方にあってあなたがたもまた、真理のこ
とば、あなたがたの救いの福音を聞き、
またそれを信じたことにより、約束の聖
霊をもって証印を押されました」と教会
に対して、聖霊の印が押されていると
言っています。教会は空中で主と出会う
ために上げられますが、その時期は、
はっきりとしていません。もし教会が大
患難時代にも地上に残っているとすれば、
この14万4千人の伝道師たちと同様に
守られることでしょう。
　

黙示録9章5節では、「人間を殺すこ
とは許されず、ただ五か月の間苦しめる
ことだけが許された」とあります。人々を
苦しめて、死ぬことを許さない、この5
カ月間は永遠に感じるほどの激しい痛み
でしょう。私は蜂に刺されたことがあり
ますが、10日間の痛みとかゆみに悩ま
されました。さそりに刺されるような苦
痛は、耐えられない痛みでしょう。

黙示録9章6節から10節、「その期間
には、人々は死を求めるが、どうしても
見いだせず、死を願うが、死が彼らから
逃げて行くのである。そのいなごの形は、
出陣の用意の整った馬に似ていた。頭
に金の冠のようなものを着け、顔は人間
の顔のようであった。また女の髪のよう
な毛があり、歯は、獅子の歯のようで
あった。また、鉄の胸当てのような胸当
てを着け、その翼の音は、多くの馬に

引かれた戦車が、戦いに馳せつけるとき
の響きのようであった。そのうえ彼らは、
さそりのような尾と針とを持っており、
尾には、五か月間人間に害を加える力
があった」

「その期間には、人々は死を求めるが、
どうしても見いだせず、死を願うが、死
が彼らから逃げて行くのである」（9:6）。
あまりの恐怖と痛みで、自殺しようとす
る人々がいると思われますが、成功しま
せん。高いビルの上から飛び降りて骨を
折っても、なお苦しむだけで死ぬことが
できないのです。黙示録9章7節と8節
で、「そのいなごの形は、出陣の用意の
整った馬に似ていた。頭に金の冠のよう
なものを着け、顔は人間の顔のようで
あった。また女の髪のような毛があり、
歯は、獅子の歯のようであった」と書か
れています。これらの姿が人間でないこ
とは確かです。黙示録4章に出てきた天
の使いが、動物の顔を持っていたように、
天の生き物が動物に似ていることは不思
議ではありません。

9節では、「また、鉄の胸当てのような
胸当てを着け、その翼の音は、多くの馬
に引かれた戦車が、戦いに馳せつけると
きの響きのようであった」とあり、この恐

ろしい悪霊の軍勢は、鉄の胸当てのよう
なものを着けており、攻撃しても害を加
えることができないことを表しています。
いなごのように羽があり飛び回りますが、
さそりのような耐え難い苦痛を与えます。
その軍勢は、戦場に急ぐ多くの戦車の響
きのようで、人々は恐ろしさのあまり、
眠ることもできないでしょう。

10節には、「そのうえ彼らは、さそり
のような尾と針とを持っており、尾には、
五か月間人間に害を加える力があった」
とあり、空を飛びながら尾にある針で
人々を刺していくのだと思われます。

黙示録9章11節と12節、「彼らは、
底知れぬ所の御使いを王にいただいてい
る。彼の名はヘブル語でアバドンといい、
ギリシヤ語でアポリュオンという。第一
のわざわいは過ぎ去った。見よ。この後
なお二つのわざわいが来る」
ここで、「彼らは、底知れぬ所の御使
いを王にいただいている」ということにつ
いて、神学者たちはさまざまな議論を
行ってきました。9章1節で、「一つの星
が天から地上に落ちるのを見た」と書か
れていたこの御使いは、底知れぬ穴の鍵
が与えられていたサタンであり、彼ら悪
霊の軍勢の王であると理解する神学者も

います。しかし、黙示録20章でサタン
は底知れぬ所に投げ込まれます。

彼ら、恐ろしい悪霊の軍勢の王は底
知れぬ所にいる者で、その名は「ヘブル
語でアバドンといい、ギリシヤ語でアポ
リュオン」（9:11）と言います。その意味
は「破壊者」ですが、この箇所でしか出
てこない言葉で、聖書からさらなる意味
を見付けることはできません。聖書の注
解書では、ギリシャ神話のアポロを表し
ているという解釈もあります。このアポ
ロはいなごのようで、時に疫病や破壊を
起こすことによって人間を襲うと言われ
ていますが、聖書との関連性は見受けら
れません。

9章12節、「第一のわざわいは過ぎ
去った。見よ。この後なお二つのわざわ
いが来る」と伝えられました。考えられ
ないほどの恐ろしい出来事が、第1の災
いでした。

今は、イエス・キリストを信じるだけ
で永遠の命が与えられる救いの時であり、
恵みの時です。未来の預言を学びながら、
これからの時代の生き方に対して、主の
力と聖霊の賜物に満ちあふれますようお
祈りいたします。

「イエス・キリストの黙示。これは、すぐに起こるはずの事をそのしもべたちに示すため、神がキリストにお与えになったものである」。
黙示録１章1節に、「イエス・キリストの黙示」と書かれています。黙示ということばは、ギリシャ語で「アポカリプシス」といいます。
「カーテンを取り去る」という意味で、それにより皆が同じくその対象を見ることができるということです。
イエス・キリストの黙示ですから、「イエス・キリストの見えなかった部分が明らかにされる」という意味になります。
黙示録の学びを通して、私たちには見えていなかった部分を、カーテンが取り去られたように見え始めてきます。
「この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人 は々幸いである。
時が近づいているからである」（黙1:3）。今月も共に学んでまいりましょう。

「太陽も空も、この穴の煙によって暗く
なった」（黙9:2）と記されているように、
いなごの大群によって太陽の光は全く
さえぎ

遮られてしまいます。底知れぬ穴から
の煙と、いなごの形をした悪霊の軍勢
によって、地が暗闇に覆われています。
いなごの大群を避けられないように、
避けることのできない敵の侵入を表して
います。

黙示録9章3節では、「その煙の中か
ら、いなごが地上に出て来た。彼らには、
地のさそりの持つような力が与えられた」
という場面の描写です。さそりに刺され
ると激しい痛みと腫れに襲われますが、
このいなごの大群が世界中を襲撃すると
いうのが、第一の災いの時です。

黙示録9章4節と5節、「そして彼らは、
地の草やすべての青草や、すべての木に
は害を加えないで、ただ、額に神の印を
押されていない人間にだけ害を加えるよ
うに言い渡された。しかし、人間を殺す
ことは許されず、ただ五か月の間苦しめ
ることだけが許された。その与えた苦痛
は、さそりが人を刺したときのような苦
痛であった」

「そして彼らは、地の草やすべての青草
や、すべての木には害を加えないで」と
あります。普通、いなごは地の草やすべ
ての青草、すべての木を食べ尽くします。
しかしここでは、普通のいなごではない
ことがよく分かります。また、「額に神の
印を押されていない人間にだけ害を加え
るように」と命じられています。黙示録

さて、イエスはある場所で祈っておられた。
祈りが終わると、弟子の一人がイエスに言った。

「主よ。ヨハネが弟子たちに教えたように、私たちにも祈りを教えてください。」
そこでイエスは彼らに言われた。

「祈るときには、こう言いなさい。」
ルカの福音書11章1～2節

天にまします我らの父よ。

ねがわくは御名をあがめさせたまえ。

御国を来たらせたまえ。

みこころの天になるごとく、

地にもなさせたまえ。

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。

我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、

我らの罪をもゆるしたまえ。

我らをこころみにあわせず、

悪より救いいだしたまえ。

国とちからと栄えとは、

限りなくなんじのものなればなり。

アーメン。

主の祈り
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黙示録9章2節に、「穴から大きな炉
の煙のような煙が立ち上り、太陽も空も、
この穴の煙によって暗くなった」とありま
す。この煙によって、世界が暗闇に覆わ
れています。これは、ヨエル書2章に出
てくるいなごと同じです。ヨエル書1章
では、実際に恐ろしいいなごの軍勢が国
を襲撃しています。そして2章では、終
わりの日に同じように地を荒らすいなご
の軍勢が悪霊の姿で現れていますが、そ
の預言の成就が黙示録で起こっています。

ゆえに、神学者の中には、地上に落ちて
きた星が堕天使であると考える人もいま
す。また、サタン自身が落ちてきたと考
える神学者もいます。「底知れぬ穴」は、
想像もできないほどの深さだと思ってし
まいますが、これは地球の中心にある空
間ではないかと昔から神学者たちが考え
ている所です。地球の真ん中にあるなら、
そこに底があるはずだと思われます。し
かし、その底知れぬ穴は休む所のない、
天井しかない所だと言われています。

額と手に付ける小箱「テフィリン」の中には羊皮紙の巻き物に書かれた出エジプト記13:1～10、11～16と申命記6:4～9、11:13～21が入っている。
大患難時代の獣の刻印は、額か右の手につけられる（黙13:15～18）。
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第1の災い、第5のラッパ
（新改訳第3版使用）

黙示録9章1節から3節、「第五の御
使いがラッパを吹き鳴らした。すると、
私は一つの星が天から地上に落ちるのを
見た。その星には底知れぬ穴を開くかぎ
が与えられた。その星が、底知れぬ穴を
開くと、穴から大きな炉の煙のような煙
が立ち上り、太陽も空も、この穴の煙に
よって暗くなった。その煙の中から、い
なごが地上に出て来た。彼らには、地の
さそりの持つような力が与えられた」

1節で、「一つの星が天から地上に落
ちるのを見た」とあり、イエス様がルカ
の福音書10章18節で、「わたしが見
ていると、サタンが、いなずまのように
天から落ちました」と言われています。

7章では、額に印が押されている14万4
千人以外の人々に害を与えることが許さ
れました。この14万4千人の人々は、
伝道者として働くことができるように主
が守っておられます。恐らく、伝道をし
ている他の信者たちも守られていること
でしょう。
　
エペソ人への手紙1章13節に、「この
方にあってあなたがたもまた、真理のこ
とば、あなたがたの救いの福音を聞き、
またそれを信じたことにより、約束の聖
霊をもって証印を押されました」と教会
に対して、聖霊の印が押されていると
言っています。教会は空中で主と出会う
ために上げられますが、その時期は、
はっきりとしていません。もし教会が大
患難時代にも地上に残っているとすれば、
この14万4千人の伝道師たちと同様に
守られることでしょう。
　

黙示録9章5節では、「人間を殺すこ
とは許されず、ただ五か月の間苦しめる
ことだけが許された」とあります。人々を
苦しめて、死ぬことを許さない、この5
カ月間は永遠に感じるほどの激しい痛み
でしょう。私は蜂に刺されたことがあり
ますが、10日間の痛みとかゆみに悩ま
されました。さそりに刺されるような苦
痛は、耐えられない痛みでしょう。

黙示録9章6節から10節、「その期間
には、人々は死を求めるが、どうしても
見いだせず、死を願うが、死が彼らから
逃げて行くのである。そのいなごの形は、
出陣の用意の整った馬に似ていた。頭
に金の冠のようなものを着け、顔は人間
の顔のようであった。また女の髪のよう
な毛があり、歯は、獅子の歯のようで
あった。また、鉄の胸当てのような胸当
てを着け、その翼の音は、多くの馬に

引かれた戦車が、戦いに馳せつけるとき
の響きのようであった。そのうえ彼らは、
さそりのような尾と針とを持っており、
尾には、五か月間人間に害を加える力
があった」

「その期間には、人々は死を求めるが、
どうしても見いだせず、死を願うが、死
が彼らから逃げて行くのである」（9:6）。
あまりの恐怖と痛みで、自殺しようとす
る人々がいると思われますが、成功しま
せん。高いビルの上から飛び降りて骨を
折っても、なお苦しむだけで死ぬことが
できないのです。黙示録9章7節と8節
で、「そのいなごの形は、出陣の用意の
整った馬に似ていた。頭に金の冠のよう
なものを着け、顔は人間の顔のようで
あった。また女の髪のような毛があり、
歯は、獅子の歯のようであった」と書か
れています。これらの姿が人間でないこ
とは確かです。黙示録4章に出てきた天
の使いが、動物の顔を持っていたように、
天の生き物が動物に似ていることは不思
議ではありません。

9節では、「また、鉄の胸当てのような
胸当てを着け、その翼の音は、多くの馬
に引かれた戦車が、戦いに馳せつけると
きの響きのようであった」とあり、この恐

ろしい悪霊の軍勢は、鉄の胸当てのよう
なものを着けており、攻撃しても害を加
えることができないことを表しています。
いなごのように羽があり飛び回りますが、
さそりのような耐え難い苦痛を与えます。
その軍勢は、戦場に急ぐ多くの戦車の響
きのようで、人々は恐ろしさのあまり、
眠ることもできないでしょう。

10節には、「そのうえ彼らは、さそり
のような尾と針とを持っており、尾には、
五か月間人間に害を加える力があった」
とあり、空を飛びながら尾にある針で
人々を刺していくのだと思われます。

黙示録9章11節と12節、「彼らは、
底知れぬ所の御使いを王にいただいてい
る。彼の名はヘブル語でアバドンといい、
ギリシヤ語でアポリュオンという。第一
のわざわいは過ぎ去った。見よ。この後
なお二つのわざわいが来る」
ここで、「彼らは、底知れぬ所の御使
いを王にいただいている」ということにつ
いて、神学者たちはさまざまな議論を
行ってきました。9章1節で、「一つの星
が天から地上に落ちるのを見た」と書か
れていたこの御使いは、底知れぬ穴の鍵
が与えられていたサタンであり、彼ら悪
霊の軍勢の王であると理解する神学者も

います。しかし、黙示録20章でサタン
は底知れぬ所に投げ込まれます。

彼ら、恐ろしい悪霊の軍勢の王は底
知れぬ所にいる者で、その名は「ヘブル
語でアバドンといい、ギリシヤ語でアポ
リュオン」（9:11）と言います。その意味
は「破壊者」ですが、この箇所でしか出
てこない言葉で、聖書からさらなる意味
を見付けることはできません。聖書の注
解書では、ギリシャ神話のアポロを表し
ているという解釈もあります。このアポ
ロはいなごのようで、時に疫病や破壊を
起こすことによって人間を襲うと言われ
ていますが、聖書との関連性は見受けら
れません。

9章12節、「第一のわざわいは過ぎ
去った。見よ。この後なお二つのわざわ
いが来る」と伝えられました。考えられ
ないほどの恐ろしい出来事が、第1の災
いでした。

今は、イエス・キリストを信じるだけ
で永遠の命が与えられる救いの時であり、
恵みの時です。未来の預言を学びながら、
これからの時代の生き方に対して、主の
力と聖霊の賜物に満ちあふれますようお
祈りいたします。

「太陽も空も、この穴の煙によって暗く
なった」（黙9:2）と記されているように、
いなごの大群によって太陽の光は全く
さえぎ

遮られてしまいます。底知れぬ穴から
の煙と、いなごの形をした悪霊の軍勢
によって、地が暗闇に覆われています。
いなごの大群を避けられないように、
避けることのできない敵の侵入を表して
います。

黙示録9章3節では、「その煙の中か
ら、いなごが地上に出て来た。彼らには、
地のさそりの持つような力が与えられた」
という場面の描写です。さそりに刺され
ると激しい痛みと腫れに襲われますが、
このいなごの大群が世界中を襲撃すると
いうのが、第一の災いの時です。

黙示録9章4節と5節、「そして彼らは、
地の草やすべての青草や、すべての木に
は害を加えないで、ただ、額に神の印を
押されていない人間にだけ害を加えるよ
うに言い渡された。しかし、人間を殺す
ことは許されず、ただ五か月の間苦しめ
ることだけが許された。その与えた苦痛
は、さそりが人を刺したときのような苦
痛であった」

「そして彼らは、地の草やすべての青草
や、すべての木には害を加えないで」と
あります。普通、いなごは地の草やすべ
ての青草、すべての木を食べ尽くします。
しかしここでは、普通のいなごではない
ことがよく分かります。また、「額に神の
印を押されていない人間にだけ害を加え
るように」と命じられています。黙示録

(C)Benjamín Nunez Gonzalez(C)Yoavlemmer
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黙示録9章2節に、「穴から大きな炉
の煙のような煙が立ち上り、太陽も空も、
この穴の煙によって暗くなった」とありま
す。この煙によって、世界が暗闇に覆わ
れています。これは、ヨエル書2章に出
てくるいなごと同じです。ヨエル書1章
では、実際に恐ろしいいなごの軍勢が国
を襲撃しています。そして2章では、終
わりの日に同じように地を荒らすいなご
の軍勢が悪霊の姿で現れていますが、そ
の預言の成就が黙示録で起こっています。

ゆえに、神学者の中には、地上に落ちて
きた星が堕天使であると考える人もいま
す。また、サタン自身が落ちてきたと考
える神学者もいます。「底知れぬ穴」は、
想像もできないほどの深さだと思ってし
まいますが、これは地球の中心にある空
間ではないかと昔から神学者たちが考え
ている所です。地球の真ん中にあるなら、
そこに底があるはずだと思われます。し
かし、その底知れぬ穴は休む所のない、
天井しかない所だと言われています。

額と手に付ける小箱「テフィリン」の中には羊皮紙の巻き物に書かれた出エジプト記13:1～10、11～16と申命記6:4～9、11:13～21が入っている。
大患難時代の獣の刻印は、額か右の手につけられる（黙13:15～18）。
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第1の災い、第5のラッパ
（新改訳第3版使用）

黙示録9章1節から3節、「第五の御
使いがラッパを吹き鳴らした。すると、
私は一つの星が天から地上に落ちるのを
見た。その星には底知れぬ穴を開くかぎ
が与えられた。その星が、底知れぬ穴を
開くと、穴から大きな炉の煙のような煙
が立ち上り、太陽も空も、この穴の煙に
よって暗くなった。その煙の中から、い
なごが地上に出て来た。彼らには、地の
さそりの持つような力が与えられた」

1節で、「一つの星が天から地上に落
ちるのを見た」とあり、イエス様がルカ
の福音書10章18節で、「わたしが見
ていると、サタンが、いなずまのように
天から落ちました」と言われています。

7章では、額に印が押されている14万4
千人以外の人々に害を与えることが許さ
れました。この14万4千人の人々は、
伝道者として働くことができるように主
が守っておられます。恐らく、伝道をし
ている他の信者たちも守られていること
でしょう。
　
エペソ人への手紙1章13節に、「この
方にあってあなたがたもまた、真理のこ
とば、あなたがたの救いの福音を聞き、
またそれを信じたことにより、約束の聖
霊をもって証印を押されました」と教会
に対して、聖霊の印が押されていると
言っています。教会は空中で主と出会う
ために上げられますが、その時期は、
はっきりとしていません。もし教会が大
患難時代にも地上に残っているとすれば、
この14万4千人の伝道師たちと同様に
守られることでしょう。
　

黙示録9章5節では、「人間を殺すこ
とは許されず、ただ五か月の間苦しめる
ことだけが許された」とあります。人々を
苦しめて、死ぬことを許さない、この5
カ月間は永遠に感じるほどの激しい痛み
でしょう。私は蜂に刺されたことがあり
ますが、10日間の痛みとかゆみに悩ま
されました。さそりに刺されるような苦
痛は、耐えられない痛みでしょう。

黙示録9章6節から10節、「その期間
には、人々は死を求めるが、どうしても
見いだせず、死を願うが、死が彼らから
逃げて行くのである。そのいなごの形は、
出陣の用意の整った馬に似ていた。頭
に金の冠のようなものを着け、顔は人間
の顔のようであった。また女の髪のよう
な毛があり、歯は、獅子の歯のようで
あった。また、鉄の胸当てのような胸当
てを着け、その翼の音は、多くの馬に

引かれた戦車が、戦いに馳せつけるとき
の響きのようであった。そのうえ彼らは、
さそりのような尾と針とを持っており、
尾には、五か月間人間に害を加える力
があった」

「その期間には、人々は死を求めるが、
どうしても見いだせず、死を願うが、死
が彼らから逃げて行くのである」（9:6）。
あまりの恐怖と痛みで、自殺しようとす
る人々がいると思われますが、成功しま
せん。高いビルの上から飛び降りて骨を
折っても、なお苦しむだけで死ぬことが
できないのです。黙示録9章7節と8節
で、「そのいなごの形は、出陣の用意の
整った馬に似ていた。頭に金の冠のよう
なものを着け、顔は人間の顔のようで
あった。また女の髪のような毛があり、
歯は、獅子の歯のようであった」と書か
れています。これらの姿が人間でないこ
とは確かです。黙示録4章に出てきた天
の使いが、動物の顔を持っていたように、
天の生き物が動物に似ていることは不思
議ではありません。

9節では、「また、鉄の胸当てのような
胸当てを着け、その翼の音は、多くの馬
に引かれた戦車が、戦いに馳せつけると
きの響きのようであった」とあり、この恐

ろしい悪霊の軍勢は、鉄の胸当てのよう
なものを着けており、攻撃しても害を加
えることができないことを表しています。
いなごのように羽があり飛び回りますが、
さそりのような耐え難い苦痛を与えます。
その軍勢は、戦場に急ぐ多くの戦車の響
きのようで、人々は恐ろしさのあまり、
眠ることもできないでしょう。

10節には、「そのうえ彼らは、さそり
のような尾と針とを持っており、尾には、
五か月間人間に害を加える力があった」
とあり、空を飛びながら尾にある針で
人々を刺していくのだと思われます。

黙示録9章11節と12節、「彼らは、
底知れぬ所の御使いを王にいただいてい
る。彼の名はヘブル語でアバドンといい、
ギリシヤ語でアポリュオンという。第一
のわざわいは過ぎ去った。見よ。この後
なお二つのわざわいが来る」
ここで、「彼らは、底知れぬ所の御使
いを王にいただいている」ということにつ
いて、神学者たちはさまざまな議論を
行ってきました。9章1節で、「一つの星
が天から地上に落ちるのを見た」と書か
れていたこの御使いは、底知れぬ穴の鍵
が与えられていたサタンであり、彼ら悪
霊の軍勢の王であると理解する神学者も

います。しかし、黙示録20章でサタン
は底知れぬ所に投げ込まれます。

彼ら、恐ろしい悪霊の軍勢の王は底
知れぬ所にいる者で、その名は「ヘブル
語でアバドンといい、ギリシヤ語でアポ
リュオン」（9:11）と言います。その意味
は「破壊者」ですが、この箇所でしか出
てこない言葉で、聖書からさらなる意味
を見付けることはできません。聖書の注
解書では、ギリシャ神話のアポロを表し
ているという解釈もあります。このアポ
ロはいなごのようで、時に疫病や破壊を
起こすことによって人間を襲うと言われ
ていますが、聖書との関連性は見受けら
れません。

9章12節、「第一のわざわいは過ぎ
去った。見よ。この後なお二つのわざわ
いが来る」と伝えられました。考えられ
ないほどの恐ろしい出来事が、第1の災
いでした。

今は、イエス・キリストを信じるだけ
で永遠の命が与えられる救いの時であり、
恵みの時です。未来の預言を学びながら、
これからの時代の生き方に対して、主の
力と聖霊の賜物に満ちあふれますようお
祈りいたします。

「太陽も空も、この穴の煙によって暗く
なった」（黙9:2）と記されているように、
いなごの大群によって太陽の光は全く
さえぎ

遮られてしまいます。底知れぬ穴から
の煙と、いなごの形をした悪霊の軍勢
によって、地が暗闇に覆われています。
いなごの大群を避けられないように、
避けることのできない敵の侵入を表して
います。

黙示録9章3節では、「その煙の中か
ら、いなごが地上に出て来た。彼らには、
地のさそりの持つような力が与えられた」
という場面の描写です。さそりに刺され
ると激しい痛みと腫れに襲われますが、
このいなごの大群が世界中を襲撃すると
いうのが、第一の災いの時です。

黙示録9章4節と5節、「そして彼らは、
地の草やすべての青草や、すべての木に
は害を加えないで、ただ、額に神の印を
押されていない人間にだけ害を加えるよ
うに言い渡された。しかし、人間を殺す
ことは許されず、ただ五か月の間苦しめ
ることだけが許された。その与えた苦痛
は、さそりが人を刺したときのような苦
痛であった」

「そして彼らは、地の草やすべての青草
や、すべての木には害を加えないで」と
あります。普通、いなごは地の草やすべ
ての青草、すべての木を食べ尽くします。
しかしここでは、普通のいなごではない
ことがよく分かります。また、「額に神の
印を押されていない人間にだけ害を加え
るように」と命じられています。黙示録

(C)Benjamín Nunez Gonzalez(C)Yoavlemmer
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黙示録9章2節に、「穴から大きな炉
の煙のような煙が立ち上り、太陽も空も、
この穴の煙によって暗くなった」とありま
す。この煙によって、世界が暗闇に覆わ
れています。これは、ヨエル書2章に出
てくるいなごと同じです。ヨエル書1章
では、実際に恐ろしいいなごの軍勢が国
を襲撃しています。そして2章では、終
わりの日に同じように地を荒らすいなご
の軍勢が悪霊の姿で現れていますが、そ
の預言の成就が黙示録で起こっています。

ゆえに、神学者の中には、地上に落ちて
きた星が堕天使であると考える人もいま
す。また、サタン自身が落ちてきたと考
える神学者もいます。「底知れぬ穴」は、
想像もできないほどの深さだと思ってし
まいますが、これは地球の中心にある空
間ではないかと昔から神学者たちが考え
ている所です。地球の真ん中にあるなら、
そこに底があるはずだと思われます。し
かし、その底知れぬ穴は休む所のない、
天井しかない所だと言われています。

黙示録1章3節

第1の災い、第5のラッパ
（新改訳第3版使用）

黙示録9章1節から3節、「第五の御
使いがラッパを吹き鳴らした。すると、
私は一つの星が天から地上に落ちるのを
見た。その星には底知れぬ穴を開くかぎ
が与えられた。その星が、底知れぬ穴を
開くと、穴から大きな炉の煙のような煙
が立ち上り、太陽も空も、この穴の煙に
よって暗くなった。その煙の中から、い
なごが地上に出て来た。彼らには、地の
さそりの持つような力が与えられた」

1節で、「一つの星が天から地上に落
ちるのを見た」とあり、イエス様がルカ
の福音書10章18節で、「わたしが見
ていると、サタンが、いなずまのように
天から落ちました」と言われています。

教材

7章では、額に印が押されている14万4
千人以外の人々に害を与えることが許さ
れました。この14万4千人の人々は、
伝道者として働くことができるように主
が守っておられます。恐らく、伝道をし
ている他の信者たちも守られていること
でしょう。
　
エペソ人への手紙1章13節に、「この
方にあってあなたがたもまた、真理のこ
とば、あなたがたの救いの福音を聞き、
またそれを信じたことにより、約束の聖
霊をもって証印を押されました」と教会
に対して、聖霊の印が押されていると
言っています。教会は空中で主と出会う
ために上げられますが、その時期は、
はっきりとしていません。もし教会が大
患難時代にも地上に残っているとすれば、
この14万4千人の伝道師たちと同様に
守られることでしょう。
　

黙示録9章5節では、「人間を殺すこ
とは許されず、ただ五か月の間苦しめる
ことだけが許された」とあります。人々を
苦しめて、死ぬことを許さない、この5
カ月間は永遠に感じるほどの激しい痛み
でしょう。私は蜂に刺されたことがあり
ますが、10日間の痛みとかゆみに悩ま
されました。さそりに刺されるような苦
痛は、耐えられない痛みでしょう。

黙示録9章6節から10節、「その期間
には、人々は死を求めるが、どうしても
見いだせず、死を願うが、死が彼らから
逃げて行くのである。そのいなごの形は、
出陣の用意の整った馬に似ていた。頭
に金の冠のようなものを着け、顔は人間
の顔のようであった。また女の髪のよう
な毛があり、歯は、獅子の歯のようで
あった。また、鉄の胸当てのような胸当
てを着け、その翼の音は、多くの馬に

引かれた戦車が、戦いに馳せつけるとき
の響きのようであった。そのうえ彼らは、
さそりのような尾と針とを持っており、
尾には、五か月間人間に害を加える力
があった」

「その期間には、人々は死を求めるが、
どうしても見いだせず、死を願うが、死
が彼らから逃げて行くのである」（9:6）。
あまりの恐怖と痛みで、自殺しようとす
る人々がいると思われますが、成功しま
せん。高いビルの上から飛び降りて骨を
折っても、なお苦しむだけで死ぬことが
できないのです。黙示録9章7節と8節
で、「そのいなごの形は、出陣の用意の
整った馬に似ていた。頭に金の冠のよう
なものを着け、顔は人間の顔のようで
あった。また女の髪のような毛があり、
歯は、獅子の歯のようであった」と書か
れています。これらの姿が人間でないこ
とは確かです。黙示録4章に出てきた天
の使いが、動物の顔を持っていたように、
天の生き物が動物に似ていることは不思
議ではありません。

9節では、「また、鉄の胸当てのような
胸当てを着け、その翼の音は、多くの馬
に引かれた戦車が、戦いに馳せつけると
きの響きのようであった」とあり、この恐

ろしい悪霊の軍勢は、鉄の胸当てのよう
なものを着けており、攻撃しても害を加
えることができないことを表しています。
いなごのように羽があり飛び回りますが、
さそりのような耐え難い苦痛を与えます。
その軍勢は、戦場に急ぐ多くの戦車の響
きのようで、人々は恐ろしさのあまり、
眠ることもできないでしょう。

10節には、「そのうえ彼らは、さそり
のような尾と針とを持っており、尾には、
五か月間人間に害を加える力があった」
とあり、空を飛びながら尾にある針で
人々を刺していくのだと思われます。

黙示録9章11節と12節、「彼らは、
底知れぬ所の御使いを王にいただいてい
る。彼の名はヘブル語でアバドンといい、
ギリシヤ語でアポリュオンという。第一
のわざわいは過ぎ去った。見よ。この後
なお二つのわざわいが来る」
ここで、「彼らは、底知れぬ所の御使
いを王にいただいている」ということにつ
いて、神学者たちはさまざまな議論を
行ってきました。9章1節で、「一つの星
が天から地上に落ちるのを見た」と書か
れていたこの御使いは、底知れぬ穴の鍵
が与えられていたサタンであり、彼ら悪
霊の軍勢の王であると理解する神学者も

います。しかし、黙示録20章でサタン
は底知れぬ所に投げ込まれます。

彼ら、恐ろしい悪霊の軍勢の王は底
知れぬ所にいる者で、その名は「ヘブル
語でアバドンといい、ギリシヤ語でアポ
リュオン」（9:11）と言います。その意味
は「破壊者」ですが、この箇所でしか出
てこない言葉で、聖書からさらなる意味
を見付けることはできません。聖書の注
解書では、ギリシャ神話のアポロを表し
ているという解釈もあります。このアポ
ロはいなごのようで、時に疫病や破壊を
起こすことによって人間を襲うと言われ
ていますが、聖書との関連性は見受けら
れません。

9章12節、「第一のわざわいは過ぎ
去った。見よ。この後なお二つのわざわ
いが来る」と伝えられました。考えられ
ないほどの恐ろしい出来事が、第1の災
いでした。

今は、イエス・キリストを信じるだけ
で永遠の命が与えられる救いの時であり、
恵みの時です。未来の預言を学びながら、
これからの時代の生き方に対して、主の
力と聖霊の賜物に満ちあふれますようお
祈りいたします。

「太陽も空も、この穴の煙によって暗く
なった」（黙9:2）と記されているように、
いなごの大群によって太陽の光は全く
さえぎ

遮られてしまいます。底知れぬ穴から
の煙と、いなごの形をした悪霊の軍勢
によって、地が暗闇に覆われています。
いなごの大群を避けられないように、
避けることのできない敵の侵入を表して
います。

黙示録9章3節では、「その煙の中か
ら、いなごが地上に出て来た。彼らには、
地のさそりの持つような力が与えられた」
という場面の描写です。さそりに刺され
ると激しい痛みと腫れに襲われますが、
このいなごの大群が世界中を襲撃すると
いうのが、第一の災いの時です。

黙示録9章4節と5節、「そして彼らは、
地の草やすべての青草や、すべての木に
は害を加えないで、ただ、額に神の印を
押されていない人間にだけ害を加えるよ
うに言い渡された。しかし、人間を殺す
ことは許されず、ただ五か月の間苦しめ
ることだけが許された。その与えた苦痛
は、さそりが人を刺したときのような苦
痛であった」

「そして彼らは、地の草やすべての青草
や、すべての木には害を加えないで」と
あります。普通、いなごは地の草やすべ
ての青草、すべての木を食べ尽くします。
しかしここでは、普通のいなごではない
ことがよく分かります。また、「額に神の
印を押されていない人間にだけ害を加え
るように」と命じられています。黙示録

この預言のことばを朗読する者と、
それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人 は々幸いである。

時が近づいているからである

オメガ出版ウェブサイトご案内
オメガが発信している多くの情報に手軽にアクセス。ぜひお試しください！

栄子・スティーブンスによる分かりやすく学べるオメガの教材ラインナップ。
小冊子、CD、DVDの教材はこちらからご購入いただけます。

動画

視聴教材の動画はこちらから

ニュース
レター

オメガニュースレター「Bride」
メール配信と郵送によるご登録（無料）

シャロームイスラエルSeasonⅠ&Ⅱ
聖書が預言書であることを分かりやすく解説する対話形式
の楽しいセミナー番組です。

（SeasonⅠ：全40話／SeasonⅡ：全20話）

終末の時代とイスラエルを取り囲む
世界情勢
栄子・スティーブンスの小冊子シリーズ

「イスラエルの歴史と日本のリバイバル
の関係」第3弾

イエス・キリストはもう一度来られる
聖書の完結編シリーズ

「Voice From Revelation」第1弾

聖書のことばはその通りになる
栄子・スティーブンスの小冊子シリーズ

「イスラエルの歴史と日本のリバイバル
の関係」第4弾

幻冬舎大学セミナー
「聖書の預言は成就する」
講師：栄子・スティーブンス
ナビゲーター：輪嶋東太郎氏

（全22編）

聖地巡礼ツアー
ドキュメンタリー
「ターニングポイント
人生を変えた旅」

（CGNTV）

お問い合わせ TEL＆FAX：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

オメガ・ジャパン
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黙示録9章2節に、「穴から大きな炉
の煙のような煙が立ち上り、太陽も空も、
この穴の煙によって暗くなった」とありま
す。この煙によって、世界が暗闇に覆わ
れています。これは、ヨエル書2章に出
てくるいなごと同じです。ヨエル書1章
では、実際に恐ろしいいなごの軍勢が国
を襲撃しています。そして2章では、終
わりの日に同じように地を荒らすいなご
の軍勢が悪霊の姿で現れていますが、そ
の預言の成就が黙示録で起こっています。

ゆえに、神学者の中には、地上に落ちて
きた星が堕天使であると考える人もいま
す。また、サタン自身が落ちてきたと考
える神学者もいます。「底知れぬ穴」は、
想像もできないほどの深さだと思ってし
まいますが、これは地球の中心にある空
間ではないかと昔から神学者たちが考え
ている所です。地球の真ん中にあるなら、
そこに底があるはずだと思われます。し
かし、その底知れぬ穴は休む所のない、
天井しかない所だと言われています。

黙示録1章3節

第1の災い、第5のラッパ
（新改訳第3版使用）

黙示録9章1節から3節、「第五の御
使いがラッパを吹き鳴らした。すると、
私は一つの星が天から地上に落ちるのを
見た。その星には底知れぬ穴を開くかぎ
が与えられた。その星が、底知れぬ穴を
開くと、穴から大きな炉の煙のような煙
が立ち上り、太陽も空も、この穴の煙に
よって暗くなった。その煙の中から、い
なごが地上に出て来た。彼らには、地の
さそりの持つような力が与えられた」

1節で、「一つの星が天から地上に落
ちるのを見た」とあり、イエス様がルカ
の福音書10章18節で、「わたしが見
ていると、サタンが、いなずまのように
天から落ちました」と言われています。

教材

7章では、額に印が押されている14万4
千人以外の人々に害を与えることが許さ
れました。この14万4千人の人々は、
伝道者として働くことができるように主
が守っておられます。恐らく、伝道をし
ている他の信者たちも守られていること
でしょう。
　
エペソ人への手紙1章13節に、「この
方にあってあなたがたもまた、真理のこ
とば、あなたがたの救いの福音を聞き、
またそれを信じたことにより、約束の聖
霊をもって証印を押されました」と教会
に対して、聖霊の印が押されていると
言っています。教会は空中で主と出会う
ために上げられますが、その時期は、
はっきりとしていません。もし教会が大
患難時代にも地上に残っているとすれば、
この14万4千人の伝道師たちと同様に
守られることでしょう。
　

黙示録9章5節では、「人間を殺すこ
とは許されず、ただ五か月の間苦しめる
ことだけが許された」とあります。人々を
苦しめて、死ぬことを許さない、この5
カ月間は永遠に感じるほどの激しい痛み
でしょう。私は蜂に刺されたことがあり
ますが、10日間の痛みとかゆみに悩ま
されました。さそりに刺されるような苦
痛は、耐えられない痛みでしょう。

黙示録9章6節から10節、「その期間
には、人々は死を求めるが、どうしても
見いだせず、死を願うが、死が彼らから
逃げて行くのである。そのいなごの形は、
出陣の用意の整った馬に似ていた。頭
に金の冠のようなものを着け、顔は人間
の顔のようであった。また女の髪のよう
な毛があり、歯は、獅子の歯のようで
あった。また、鉄の胸当てのような胸当
てを着け、その翼の音は、多くの馬に

引かれた戦車が、戦いに馳せつけるとき
の響きのようであった。そのうえ彼らは、
さそりのような尾と針とを持っており、
尾には、五か月間人間に害を加える力
があった」

「その期間には、人々は死を求めるが、
どうしても見いだせず、死を願うが、死
が彼らから逃げて行くのである」（9:6）。
あまりの恐怖と痛みで、自殺しようとす
る人々がいると思われますが、成功しま
せん。高いビルの上から飛び降りて骨を
折っても、なお苦しむだけで死ぬことが
できないのです。黙示録9章7節と8節
で、「そのいなごの形は、出陣の用意の
整った馬に似ていた。頭に金の冠のよう
なものを着け、顔は人間の顔のようで
あった。また女の髪のような毛があり、
歯は、獅子の歯のようであった」と書か
れています。これらの姿が人間でないこ
とは確かです。黙示録4章に出てきた天
の使いが、動物の顔を持っていたように、
天の生き物が動物に似ていることは不思
議ではありません。

9節では、「また、鉄の胸当てのような
胸当てを着け、その翼の音は、多くの馬
に引かれた戦車が、戦いに馳せつけると
きの響きのようであった」とあり、この恐

ろしい悪霊の軍勢は、鉄の胸当てのよう
なものを着けており、攻撃しても害を加
えることができないことを表しています。
いなごのように羽があり飛び回りますが、
さそりのような耐え難い苦痛を与えます。
その軍勢は、戦場に急ぐ多くの戦車の響
きのようで、人々は恐ろしさのあまり、
眠ることもできないでしょう。

10節には、「そのうえ彼らは、さそり
のような尾と針とを持っており、尾には、
五か月間人間に害を加える力があった」
とあり、空を飛びながら尾にある針で
人々を刺していくのだと思われます。

黙示録9章11節と12節、「彼らは、
底知れぬ所の御使いを王にいただいてい
る。彼の名はヘブル語でアバドンといい、
ギリシヤ語でアポリュオンという。第一
のわざわいは過ぎ去った。見よ。この後
なお二つのわざわいが来る」
ここで、「彼らは、底知れぬ所の御使
いを王にいただいている」ということにつ
いて、神学者たちはさまざまな議論を
行ってきました。9章1節で、「一つの星
が天から地上に落ちるのを見た」と書か
れていたこの御使いは、底知れぬ穴の鍵
が与えられていたサタンであり、彼ら悪
霊の軍勢の王であると理解する神学者も

います。しかし、黙示録20章でサタン
は底知れぬ所に投げ込まれます。

彼ら、恐ろしい悪霊の軍勢の王は底
知れぬ所にいる者で、その名は「ヘブル
語でアバドンといい、ギリシヤ語でアポ
リュオン」（9:11）と言います。その意味
は「破壊者」ですが、この箇所でしか出
てこない言葉で、聖書からさらなる意味
を見付けることはできません。聖書の注
解書では、ギリシャ神話のアポロを表し
ているという解釈もあります。このアポ
ロはいなごのようで、時に疫病や破壊を
起こすことによって人間を襲うと言われ
ていますが、聖書との関連性は見受けら
れません。

9章12節、「第一のわざわいは過ぎ
去った。見よ。この後なお二つのわざわ
いが来る」と伝えられました。考えられ
ないほどの恐ろしい出来事が、第1の災
いでした。

今は、イエス・キリストを信じるだけ
で永遠の命が与えられる救いの時であり、
恵みの時です。未来の預言を学びながら、
これからの時代の生き方に対して、主の
力と聖霊の賜物に満ちあふれますようお
祈りいたします。

「太陽も空も、この穴の煙によって暗く
なった」（黙9:2）と記されているように、
いなごの大群によって太陽の光は全く
さえぎ

遮られてしまいます。底知れぬ穴から
の煙と、いなごの形をした悪霊の軍勢
によって、地が暗闇に覆われています。
いなごの大群を避けられないように、
避けることのできない敵の侵入を表して
います。

黙示録9章3節では、「その煙の中か
ら、いなごが地上に出て来た。彼らには、
地のさそりの持つような力が与えられた」
という場面の描写です。さそりに刺され
ると激しい痛みと腫れに襲われますが、
このいなごの大群が世界中を襲撃すると
いうのが、第一の災いの時です。

黙示録9章4節と5節、「そして彼らは、
地の草やすべての青草や、すべての木に
は害を加えないで、ただ、額に神の印を
押されていない人間にだけ害を加えるよ
うに言い渡された。しかし、人間を殺す
ことは許されず、ただ五か月の間苦しめ
ることだけが許された。その与えた苦痛
は、さそりが人を刺したときのような苦
痛であった」

「そして彼らは、地の草やすべての青草
や、すべての木には害を加えないで」と
あります。普通、いなごは地の草やすべ
ての青草、すべての木を食べ尽くします。
しかしここでは、普通のいなごではない
ことがよく分かります。また、「額に神の
印を押されていない人間にだけ害を加え
るように」と命じられています。黙示録

この預言のことばを朗読する者と、
それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人 は々幸いである。

時が近づいているからである

オメガ出版ウェブサイトご案内
オメガが発信している多くの情報に手軽にアクセス。ぜひお試しください！

栄子・スティーブンスによる分かりやすく学べるオメガの教材ラインナップ。
小冊子、CD、DVDの教材はこちらからご購入いただけます。

動画

視聴教材の動画はこちらから
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メール配信と郵送によるご登録（無料）
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聖書が預言書であることを分かりやすく解説する対話形式
の楽しいセミナー番組です。

（SeasonⅠ：全40話／SeasonⅡ：全20話）

終末の時代とイスラエルを取り囲む
世界情勢
栄子・スティーブンスの小冊子シリーズ

「イスラエルの歴史と日本のリバイバル
の関係」第3弾

イエス・キリストはもう一度来られる
聖書の完結編シリーズ

「Voice From Revelation」第1弾

聖書のことばはその通りになる
栄子・スティーブンスの小冊子シリーズ

「イスラエルの歴史と日本のリバイバル
の関係」第4弾

幻冬舎大学セミナー
「聖書の預言は成就する」
講師：栄子・スティーブンス
ナビゲーター：輪嶋東太郎氏

（全22編）

聖地巡礼ツアー
ドキュメンタリー
「ターニングポイント
人生を変えた旅」

（CGNTV）
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黙示録9章2節に、「穴から大きな炉
の煙のような煙が立ち上り、太陽も空も、
この穴の煙によって暗くなった」とありま
す。この煙によって、世界が暗闇に覆わ
れています。これは、ヨエル書2章に出
てくるいなごと同じです。ヨエル書1章
では、実際に恐ろしいいなごの軍勢が国
を襲撃しています。そして2章では、終
わりの日に同じように地を荒らすいなご
の軍勢が悪霊の姿で現れていますが、そ
の預言の成就が黙示録で起こっています。

ゆえに、神学者の中には、地上に落ちて
きた星が堕天使であると考える人もいま
す。また、サタン自身が落ちてきたと考
える神学者もいます。「底知れぬ穴」は、
想像もできないほどの深さだと思ってし
まいますが、これは地球の中心にある空
間ではないかと昔から神学者たちが考え
ている所です。地球の真ん中にあるなら、
そこに底があるはずだと思われます。し
かし、その底知れぬ穴は休む所のない、
天井しかない所だと言われています。

黙示録1章3節

第1の災い、第5のラッパ
（新改訳第3版使用）

黙示録9章1節から3節、「第五の御
使いがラッパを吹き鳴らした。すると、
私は一つの星が天から地上に落ちるのを
見た。その星には底知れぬ穴を開くかぎ
が与えられた。その星が、底知れぬ穴を
開くと、穴から大きな炉の煙のような煙
が立ち上り、太陽も空も、この穴の煙に
よって暗くなった。その煙の中から、い
なごが地上に出て来た。彼らには、地の
さそりの持つような力が与えられた」

1節で、「一つの星が天から地上に落
ちるのを見た」とあり、イエス様がルカ
の福音書10章18節で、「わたしが見
ていると、サタンが、いなずまのように
天から落ちました」と言われています。

教材

7章では、額に印が押されている14万4
千人以外の人々に害を与えることが許さ
れました。この14万4千人の人々は、
伝道者として働くことができるように主
が守っておられます。恐らく、伝道をし
ている他の信者たちも守られていること
でしょう。
　
エペソ人への手紙1章13節に、「この
方にあってあなたがたもまた、真理のこ
とば、あなたがたの救いの福音を聞き、
またそれを信じたことにより、約束の聖
霊をもって証印を押されました」と教会
に対して、聖霊の印が押されていると
言っています。教会は空中で主と出会う
ために上げられますが、その時期は、
はっきりとしていません。もし教会が大
患難時代にも地上に残っているとすれば、
この14万4千人の伝道師たちと同様に
守られることでしょう。
　

黙示録9章5節では、「人間を殺すこ
とは許されず、ただ五か月の間苦しめる
ことだけが許された」とあります。人々を
苦しめて、死ぬことを許さない、この5
カ月間は永遠に感じるほどの激しい痛み
でしょう。私は蜂に刺されたことがあり
ますが、10日間の痛みとかゆみに悩ま
されました。さそりに刺されるような苦
痛は、耐えられない痛みでしょう。

黙示録9章6節から10節、「その期間
には、人々は死を求めるが、どうしても
見いだせず、死を願うが、死が彼らから
逃げて行くのである。そのいなごの形は、
出陣の用意の整った馬に似ていた。頭
に金の冠のようなものを着け、顔は人間
の顔のようであった。また女の髪のよう
な毛があり、歯は、獅子の歯のようで
あった。また、鉄の胸当てのような胸当
てを着け、その翼の音は、多くの馬に

引かれた戦車が、戦いに馳せつけるとき
の響きのようであった。そのうえ彼らは、
さそりのような尾と針とを持っており、
尾には、五か月間人間に害を加える力
があった」

「その期間には、人々は死を求めるが、
どうしても見いだせず、死を願うが、死
が彼らから逃げて行くのである」（9:6）。
あまりの恐怖と痛みで、自殺しようとす
る人々がいると思われますが、成功しま
せん。高いビルの上から飛び降りて骨を
折っても、なお苦しむだけで死ぬことが
できないのです。黙示録9章7節と8節
で、「そのいなごの形は、出陣の用意の
整った馬に似ていた。頭に金の冠のよう
なものを着け、顔は人間の顔のようで
あった。また女の髪のような毛があり、
歯は、獅子の歯のようであった」と書か
れています。これらの姿が人間でないこ
とは確かです。黙示録4章に出てきた天
の使いが、動物の顔を持っていたように、
天の生き物が動物に似ていることは不思
議ではありません。

9節では、「また、鉄の胸当てのような
胸当てを着け、その翼の音は、多くの馬
に引かれた戦車が、戦いに馳せつけると
きの響きのようであった」とあり、この恐

ろしい悪霊の軍勢は、鉄の胸当てのよう
なものを着けており、攻撃しても害を加
えることができないことを表しています。
いなごのように羽があり飛び回りますが、
さそりのような耐え難い苦痛を与えます。
その軍勢は、戦場に急ぐ多くの戦車の響
きのようで、人々は恐ろしさのあまり、
眠ることもできないでしょう。

10節には、「そのうえ彼らは、さそり
のような尾と針とを持っており、尾には、
五か月間人間に害を加える力があった」
とあり、空を飛びながら尾にある針で
人々を刺していくのだと思われます。

黙示録9章11節と12節、「彼らは、
底知れぬ所の御使いを王にいただいてい
る。彼の名はヘブル語でアバドンといい、
ギリシヤ語でアポリュオンという。第一
のわざわいは過ぎ去った。見よ。この後
なお二つのわざわいが来る」
ここで、「彼らは、底知れぬ所の御使
いを王にいただいている」ということにつ
いて、神学者たちはさまざまな議論を
行ってきました。9章1節で、「一つの星
が天から地上に落ちるのを見た」と書か
れていたこの御使いは、底知れぬ穴の鍵
が与えられていたサタンであり、彼ら悪
霊の軍勢の王であると理解する神学者も

います。しかし、黙示録20章でサタン
は底知れぬ所に投げ込まれます。

彼ら、恐ろしい悪霊の軍勢の王は底
知れぬ所にいる者で、その名は「ヘブル
語でアバドンといい、ギリシヤ語でアポ
リュオン」（9:11）と言います。その意味
は「破壊者」ですが、この箇所でしか出
てこない言葉で、聖書からさらなる意味
を見付けることはできません。聖書の注
解書では、ギリシャ神話のアポロを表し
ているという解釈もあります。このアポ
ロはいなごのようで、時に疫病や破壊を
起こすことによって人間を襲うと言われ
ていますが、聖書との関連性は見受けら
れません。

9章12節、「第一のわざわいは過ぎ
去った。見よ。この後なお二つのわざわ
いが来る」と伝えられました。考えられ
ないほどの恐ろしい出来事が、第1の災
いでした。

今は、イエス・キリストを信じるだけ
で永遠の命が与えられる救いの時であり、
恵みの時です。未来の預言を学びながら、
これからの時代の生き方に対して、主の
力と聖霊の賜物に満ちあふれますようお
祈りいたします。

「太陽も空も、この穴の煙によって暗く
なった」（黙9:2）と記されているように、
いなごの大群によって太陽の光は全く
さえぎ

遮られてしまいます。底知れぬ穴から
の煙と、いなごの形をした悪霊の軍勢
によって、地が暗闇に覆われています。
いなごの大群を避けられないように、
避けることのできない敵の侵入を表して
います。

黙示録9章3節では、「その煙の中か
ら、いなごが地上に出て来た。彼らには、
地のさそりの持つような力が与えられた」
という場面の描写です。さそりに刺され
ると激しい痛みと腫れに襲われますが、
このいなごの大群が世界中を襲撃すると
いうのが、第一の災いの時です。

黙示録9章4節と5節、「そして彼らは、
地の草やすべての青草や、すべての木に
は害を加えないで、ただ、額に神の印を
押されていない人間にだけ害を加えるよ
うに言い渡された。しかし、人間を殺す
ことは許されず、ただ五か月の間苦しめ
ることだけが許された。その与えた苦痛
は、さそりが人を刺したときのような苦
痛であった」

「そして彼らは、地の草やすべての青草
や、すべての木には害を加えないで」と
あります。普通、いなごは地の草やすべ
ての青草、すべての木を食べ尽くします。
しかしここでは、普通のいなごではない
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印を押されていない人間にだけ害を加え
るように」と命じられています。黙示録

この預言のことばを朗読する者と、
それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人 は々幸いである。
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黙示録9章2節に、「穴から大きな炉
の煙のような煙が立ち上り、太陽も空も、
この穴の煙によって暗くなった」とありま
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てくるいなごと同じです。ヨエル書1章
では、実際に恐ろしいいなごの軍勢が国
を襲撃しています。そして2章では、終
わりの日に同じように地を荒らすいなご
の軍勢が悪霊の姿で現れていますが、そ
の預言の成就が黙示録で起こっています。
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に金の冠のようなものを着け、顔は人間
の顔のようであった。また女の髪のよう
な毛があり、歯は、獅子の歯のようで
あった。また、鉄の胸当てのような胸当
てを着け、その翼の音は、多くの馬に

引かれた戦車が、戦いに馳せつけるとき
の響きのようであった。そのうえ彼らは、
さそりのような尾と針とを持っており、
尾には、五か月間人間に害を加える力
があった」
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聖書は最も力あることば

2021年10月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

さて、信仰は、望んでいることを保証し、目に見えないものを確信させるものです。
昔の人たちは、この信仰によって称賛されました。
信仰によって、私たちは、この世界が神のことばで造られたことを悟り、その結果、見えるものが、目に
見えるものからできたのではないことを悟ります。（ヘブル人への手紙11章1～3節）

今月も心より尊い主イエス・キリストの大いなる御名を賛美いたします。
神の国は、目に見えない信仰によって時代から時代へ継承され、信仰によって夢と幻が与えられ、信仰に

よって未来に向かって生きる力と喜びが注がれます。
今、私たちは昨年からの困難な社会状況の中で共に、神の国の完成に向かって生きています。神のご計画の

中にあって偶然はありません。すべては主の御手の中で、私たちの予測や思いを
はる

遥かに超えて、高く、大きな
神の御思いと、ご計画があることを信仰によって望みを抱きます。

天が地よりも高いように、わたしの道は、あなたがたの道よりも高く、わたしの思いは、あなたがたの思い
よりも高い。雨や雪は、天から降って、もとに戻らず、地を潤して物を生えさせ、芽を出させて、種蒔く人に
種を与え、食べる人にパンを与える。
そのように、わたしの口から出るわたしのことばも、わたしのところに、空しく帰って来ることはない。それは、
わたしが望むことを成し遂げ、わたしが言い送ったことを成功させる。（イザヤ書55章9～11節）

聖書のことばは、全世界、全宇宙の中で最も力あることばです。神の主権と栄光は、昔も今も、やがて
来るべき世においても変わることがありません。

今後、2030年、2040年になるとどのような社会になるのか？ 多くの専門家の方々が、それぞれの立場から
予測し、数多くのベストセラー書籍が出版されています。今後、ますます情報量は増し、価値観は多様化し、
人間の定義についても議論されるような時代に入ろうとしています。

創造主がおられるという価値観を土台に、神と人が愛によって結び合わされ、人は神に愛され、神を愛し、
神を賛美し礼拝する、世界最高の特権が与えられていることを伝える書物は聖書です。神のことばは生きて
います。神のことばによって、人は神と共に生きるよう新しく生まれます。

今、オメガは、長年
おお

覆いのかかっていたヨハネの黙示録の書簡を、時代の波が完全に扉を開いたことを
受け止め、オメガ設立の目的を改めて特別な思いを込めて、毎月毎月、共に朗読しながら学んでいます。ただ
主の喜びとなり、主を待ち望む花嫁なる教会として、共に整えられたいという信仰に立っています。

今月も皆様お一人お一人、仕えておられる教会と地域の上に、主の豊かな恵みが注がれますよう心より
お祈り申し上げます。

これらのことを証しする方が言われる。「しかり、わたしはすぐに来る。」アーメン。主イエスよ、来てください。
主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。（ヨハネの黙示録22章20～21節）ご注文方法

聖書のことばは
その通りになる

黙示録セミナー 
ハイライト（テキスト付）
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見えなかったイエス・キリストの別のお姿、
つまり、十字架に架かり、復活されて今も
私と共にいてくださる、というだけでなく、
王の王としてご再臨なさる姿が見えるよう
になり、そのページを終えて最後に胸に残
るのは「愛」である…と。

聖書の完結を知ることがどれほど、どれ
ほど大切なことだったか、私は今、全身の
血液が

ふっとう

沸騰するような感覚で受け止めてい
ます。

未来から今を生きる
栄子・スティーブンス先生を通して知る

こととなった、聖書のとてつもない価値と
その奥義…。あまりにもたくさんの学びと
感動です。でもそれを一言で言えば「愛」
でした。

・聖書は今も100％成就する預言書で
あった。その預言は今も成就し続けて
いる。
・神が預言をお与えくださるのは、アダム

以来闇の世界に落ちていってしまった人
間をご自分のところにお戻しになる、つ
まり「救済する」ため。
・この「全人類救済計画」とも言えるプロ

セスが細やかに記された聖書は、黙示
録で完結する。
・聖書の完結で私たちに用意されている

のは、愛の光が悪の闇を完全に消し去
る、想像を絶するほど光り輝く世界で、
それがイエス・キリストと共にある者に
は、必ず保証されている。

聖書が預言書であることを知るための絶
対条件とも言うべき「イスラエルとユダヤ」
という鍵を手に聖書の中を歩いたことで、
私は神の愛が、どれほど、どれほど大きく
深く、高く、そして細やかであるかに圧倒
されながら、その愛を受けることを可能に
してくださったイエス様に、ただただ感謝せ
ずにいられない者に変えられました。

そのようなお方である神様にどれほど愛
されている存在なのか。。。こんな私である
にもかかわらず、です。子どものころから
求めていた、決して変わることのない愛。
この地上での肉体の時間を終えた後も、
変わらない愛。それが見つかったのです。

そしてその途端、自死をも目の前にする

飢え渇きだったことでしょう。そのお話を
伺った時、私の目の後ろで、そんな4歳の
栄子ちゃんと、撮影当時5歳だったわが娘
の姿が重なり、思わず

どうこく

慟哭しそうになりま
した。が、同時にまた、そこに無意識のう
ちに幼少期の自分自身の姿を重ねていたの
かもしれません。

人類の創造の最も美しい芸術作品の一
つ、と呼びたくなるオペラですが（ちなみに
“オペラ”はイタリア語で、本来の意味は
“作品”です）長いものになると全曲上演時
間が4時間以上にもなります。しかし、こ
の一見とっつきにくく最後までたどり着くに
は骨の折れそうな長い音楽の世界を味わ
うために「絶対に」必要な鍵があるのです。
それは「ストーリーの完結を知る」というこ
とです。

オペラの場面場面で流れてくる心を溶か
すようなメロディー。それはそれ自体で十
分美しいものです。しかしストーリーの完
結を知ると、そのメロディーたちが「別の
顔」をして深く胸に迫ってくるのです。考え
てみれば、それはごく当たり前なのかも知
れません。なぜなら、作曲家がその作品
を書き始める時には、当然、その物語の
最後がどうなるか分かっているわけで、ど
の場面もストーリーの完結を意識せずに書
かれた箇所は存在しないからです。

「木を見て森を見ず」と言いますが、それ
は「森を知ると、森を構成するそれぞれの
木を知ることができる」という意味でもある
でしょう。森を知ると、今度は逆にそれぞ
れの木を見るだけで、その木がそこにある
意味を知ることができ、同時に森自体の存
在をより鮮明に想像できるようにもなるの
だと思います。

完結を知ると、場面それぞれの味わい
が別次元のものとなる…

聖書の完結編である黙示録を知った時
に訪れたが感覚が、まさにそれと同じです。

聖書の完結編を知ることで、聖書のそ
れぞれの箇所で語られる、これまで慣れ親
しんできたみことばが、ある意味では初め
て気づく、ある部分では異なった次元で、
ある部分はさらに深く、感じられるように
なっている自分に気づきました。これまで

んでいく主人公たちの「死」を体験しながら、
私自身は「生きる」力をもらっていたのです。
彼らが追い求めたのは、妥協のない「愛」
でした。複雑な環境で子どもの私が飢え渇
いていたのは、今になってみれば「愛」だっ
たのだ、ということがはっきり分かります。

日本CGNTV『シャロームイスラエル 
SeasonⅡ』の最終回、栄子・スティーブ
ンス先生は、4歳の時にお父様を亡くされ、
道ゆく人に「あの人にお母さんと結婚してく
ださいってお願いしてみようかな」と思いな
がら過ごされた、と証しをしてくださいまし
た。お父様に対するどれほど切実な愛の

イエス・キリストは二度来られる連載

初臨の恵み、再臨の恵み
それを信じた途端に訪れたもの―その7

ほどの苦しみも、過去のすべては感謝に変
わりました。そして気の遠くなるほどの困
難を抱えているにもかかわらず、未来のす
べては希望に変わりました。

そうなれたのはただ一つ、黙示録に記さ
れた私の、私たちの未来に関する神のお
約束を信じることができたからです。その
お約束を信じることができたのは、これま
での預言が100％成就する様を見たことに
よって「神様は、決してそのお約束をお破
りになるお方ではないこと」を確信すること
ができたからです。

黙示録に描かれる一見おどろおどろしい、
と言われる描写も、結局は「愛」の完結に
向けてのプロセスなのだということを、栄
子先生は伝え続けてくださいます。

聖書は完全なる「愛」である神様（ヨハ
ネの福音書3章16節）からのお手紙で、
その聖書はイエス・キリストを証しするた
めのもの（ヨハネの福音書5章39節）なの
です。だから聖書を信じる者には、作者で
ある神様がその中でお約束されたこと、

「永遠の命と、イエス様と共に神の御国の
共同相続人になること」が与えられるのです。

「今はコロナで、そしてこれからも、人類
には超えなければならない多くの患難の時
が来るけれど、頑張るんだよ、最後には必
ず私が全人類を救い出して、こんな素晴ら
しい世界にお前たちを連れ戻すのだから」

黙示録を通して、主の思いが聞こえてく
るようです。

素晴らしい未来に対する100％の信頼。
それを握りしめることよってもたらされる、
現在を生きる平安と安心…それがいかに
絶大なものかという実感に包まれ、「未来
から今を生き」始めた自分の姿を確かに感
じつつ、私は還暦前に手に入れた青春の
ようなホームステイ期間を過ごしています。
この愛をいつも感じられる主の家にステイ
ホームできることを願いながら…

―まことに、私のいのちの日の限り、いつ
くしみと恵みとが、私を追ってくるで
しょう。
―私は、いつまでも、主の家に住まいま
しょう。

詩篇23篇

主を見上げ、その御名を賛美します！！
緊急事態宣言も9月末で解除される見込みとなり、長かった「ステイホーム」期間も一段落するのでしょうか。
学生時代「ホームステイをしてみたい」と思っていた時期がありました。夏休みなどを利用して海外での家庭に滞在しながら、
異文化の中でさまざまな経験を通して学ぶプログラムです。それは

かな

叶いませんでしたが、このコロナの影響で、
60歳を目前に私は改めて本当のホームステイを経験をしたように感じています。若いころに憧れていた異文化の中で学ぶの
ではなく、外ばかりに気を向けていたために、隅々まで丁寧に心を配ることのできなかったマイホームにいながら、
神様の人類救済のマスタープランの中に置かれた今この時代の日本に生かされた、私たちの命の意味と役割について
深く思索を巡らした期間。わが家でのホームステイで、ほんの少しではあるものの、霊的成長の時を与えていただいたことに
感謝の思いがあふれるのです。

完結が分かって初めて、
すべてが味わえるオペラの世界

私は10歳の時にオペラと出会いました。
子どもながらに、自殺への思いが頭をよ

ぎるような複雑な家庭環境の中で、オペラ
は決して人とは分かち合うことのできない
心の奥の苦しみを受け止めてくれるもので
した。私を慰めながら苦しみを取り除いて
くれる真の友であり恋人であり、生きる力
を与えてくれるような存在だったのです。

オペラの多くは、人間の世界の中で愛を
貫いて死んでいく人々の物語、と言えると
思います。不思議なことに、純粋な愛に死

ヴォイス・ファクトリイ株式会社代表
音楽プロデューサー

輪嶋 東太郎
とうたろうわじま
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異文化の中でさまざまな経験を通して学ぶプログラムです。それは

かな

叶いませんでしたが、このコロナの影響で、
60歳を目前に私は改めて本当のホームステイを経験をしたように感じています。若いころに憧れていた異文化の中で学ぶの
ではなく、外ばかりに気を向けていたために、隅々まで丁寧に心を配ることのできなかったマイホームにいながら、
神様の人類救済のマスタープランの中に置かれた今この時代の日本に生かされた、私たちの命の意味と役割について
深く思索を巡らした期間。わが家でのホームステイで、ほんの少しではあるものの、霊的成長の時を与えていただいたことに
感謝の思いがあふれるのです。

完結が分かって初めて、
すべてが味わえるオペラの世界

私は10歳の時にオペラと出会いました。
子どもながらに、自殺への思いが頭をよ

ぎるような複雑な家庭環境の中で、オペラ
は決して人とは分かち合うことのできない
心の奥の苦しみを受け止めてくれるもので
した。私を慰めながら苦しみを取り除いて
くれる真の友であり恋人であり、生きる力
を与えてくれるような存在だったのです。

オペラの多くは、人間の世界の中で愛を
貫いて死んでいく人々の物語、と言えると
思います。不思議なことに、純粋な愛に死

ヴォイス・ファクトリイ株式会社代表
音楽プロデューサー

輪嶋 東太郎
とうたろうわじま
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この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを守る者たちは、幸いである。
時が近づいているからである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヨハネの黙示録1章3節
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Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol.16

未来の預言―その8200文字くらい

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

オメガプロジェクト2021

愛して朗読する方々がお一人でも多く起こされていきますように。
黙示録の学びを通して、日本人が聖書は預言であり、未来における
神のご計画を受け取り、今の困難な時代を希望をもって生きる力が
与えられますように。みことばによる霊的祝福の種まきとなり、日本
に大いなる恵みが降り注がれますように。
｠
ビル＆栄子・スティーブンスご夫妻のために
　お祈りありがとうございます。アメリカの教会での講演活動も、
大変ご好評を得ております。アメリカ国内から栄子師の講演会への
ご参加、お問い合わせが日本にも届いています。引き続き、アメリカの
地域教会での働きが主の導きを受け、祝福されますように。アメリカ
におられるご夫妻の健康が格別に守られますように覚えてお祈り
ください。

ＤＶＤ4枚組　
上巻全540分/下巻564分
各¥2,750（税込）

『シャローム
  イスラエルⅠ』
DVD好評発売中！ 

小冊子『終末の時代とイスラエルを取り囲む世界情勢』

TEL＆FAX : 06-6777-2117
オメガオンラインショップ : https://www.omega.or.jp/shuppan/

小冊子『終末の時代とイスラエルを取り囲む世界情勢』の
緊急再版を覚えて
　お祈りありがとうございます。このたびご注文のお問い合わせ
多数を受け、緊急再版（第4刷）することになり、10月入荷予定となり
ました。イスラエルの歴史・中東情勢・日本の関係を軸に、コロナ禍
を踏まえて『改訂版』の発行となります。とりなしの祈りの視点として
本書が用いられますよう、お一人でも多くの方々のお手元に届き
ますよう、特別価格でご提供させていただきます。覚えてお祈りくだ
さい。
｠
オメガのニュースレター黙示録シリーズを覚えて
　黙示録の学びがスタートし、今月でシリーズ16号目となります。
加速する情報化社会の中で、神様の命のことばの書である聖書を

～神のマスタープラン・プロジェクト継続推進～

定価
￥550（税込） ￥450

再版特別価格

（税込）

定価
￥5,500（税込） ￥3,800

再版特別価格10冊ご購入で

（税込）

緊急再版（第4刷）!! 感謝特別価格でご提供!!

ご注文方法

イスラエル北部の小さな町ツファットにあるアーティスト地区。青いドアにはブドウの絵が描かれています。


